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開 催 の 趣 旨 
 

 国民体育大会の趣旨に則り、その予選会として北信越地域の人々に広くス

ポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進と体力向上を目指

し、併せて５県の親睦と交流を深めるとともに、地方のスポーツ振興及び文

化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

国民体育大会マーク 

         昭和 22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第２回大会 

から使用されることになりました。 

 30度右傾斜の赤色の火炎を直径 10分の１幅の紺青色の円帯で囲ん 

であります。 

 

 

 

スポーツを行う者の心得（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

● 競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレー

の精神を尊重する。 

● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

第 44回北信越国民体育大会 会長  

新潟県知事  花 角 英 世 

 

 

 第 44回北信越国民体育大会が、北信越各県から選手・監督並びに役員の皆様

をお迎えし、盛大に開催されますことをお喜び申し上げますとともに、御参加の

皆様を心から歓迎いたします。 

 本大会は、各県の厳しい予選を勝ち抜いた精鋭が、今年鹿児島県で開催されま

す特別国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」への出場権獲得をめざし、熱い

戦いを繰り広げる北信越最大のスポーツの祭典です。 

 これまでひたむきに練習に励んでこられた選手の皆様の努力、それを支えて

きた監督・コーチをはじめとする関係各位の御尽力に対して改めて敬意を表し

ます。選手の皆様には、日頃鍛えられた力と技を存分に発揮されますことを心か

ら願っております。 

さて、本県では、観光・文化・スポーツを通じた地域の魅力向上など交流人口

の拡大や、県民の誰もがスポーツを通じて、生涯にわたり健康で活力に満ちた豊

かな生活を送ることができる社会の実現に取り組んでおります。このような中、

本大会の開催を通じて、新型コロナウイルス感染症の影響による様々な制約、困

難を乗り越え、スポーツの持つ価値を広く発信できますことは、大変意義深いも

のであります。 

また、新潟県は、四季折々に見せる豊かな表情、雪解け水が生み出す新潟米や

日本酒などの食の豊かさ、伝統と革新のものづくり、世界文化遺産登録を目指す

「佐渡島（さど）の金山」等、数多くの魅力があります。大会後は、豊かな食や

温泉などの新潟の魅力を御堪能ください。 

 結びに、本大会の開催に御尽力された会場地の市町をはじめ、関係者の皆様に

厚く御礼を申し上げますとともに、選手の皆様の御健闘と大会の成功を祈念申

し上げまして、あいさつといたします。 
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お祝いの言葉 

 

 

新潟県議会議長 楡井 辰雄  

   

 

 第４４回北信越国民体育大会に参加されます選手、監督、役員の皆様方に、新

潟県議会を代表いたしまして、心から歓迎を申し上げます。 

 各県の予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた選手の皆さん、誠におめ

でとうございます。その御栄誉に対し、心からお祝い申し上げます。 

 鹿児島県で開催されます特別国民体育大会への出場を目指し、フェアプレー

の精神で、日頃鍛えた力と技を遺憾なく発揮されることを期待いたします。 

来年にはパリ２０２４オリンピック・パラリンピックも控えております。今大

会に参加された選手から一人でも多くの方が、世界の舞台に挑まれることを祈

念しております。 

 また、それぞれの地域において、日頃から選手の育成やスポーツ振興に御尽力

いただいております監督、役員を始め関係者の皆様のこれまでの御努力と御熱

意に対し、深く敬意を表します。引き続き、スポーツを通じた地域社会の発展に

貢献いただきますよう、お願い申し上げます。 

本県には、県土に広がる豊かな自然や歴史・文化などの多様な地域資源、新潟

米を始めとした農産物や新鮮な日本海の幸を活かした豊かな食など、たくさん

の魅力があります。皆様には、この機会にぜひとも新潟の魅力を満喫していただ

ければ幸いであります。 

 結びに、本大会の開催に当たり多大な御尽力をいただきました関係の皆様に

心から感謝を申し上げますとともに、本大会の御成功と選手の皆様の御健闘を

祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 
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あ  い  さ  つ 

 

 

 

   新潟県柔道連盟 

                        会 長  立川克雄 

 

 

 

 

 第 44回北信越国民体育大会柔道競技が、北信越 5県の役員、選手の皆さん

をお迎えして、ここ新潟県上越市、謙信公武道館（新潟県立武道館）で盛大

に開催されますことは誠に喜ばしく心から歓迎を申し上げます。 

今年 10 月 14 日から開催される、第 78 回国民体育大会柔道競技は、「燃ゆ

る感動かごしま国体」のスローガンのもと鹿児島市・鹿児島アリーナでの開

催となります。予選を兼ねたこの北信越国体は、郷土の名誉をかけ今まで以

上に熱戦が期待されると思われます。 

柔道は、攻撃防御の練習から自己の身体精神の鍛錬修養を求めるわが国固

有の文化として発展してきました。特に現在は柔道の根幹である柔道精神、

「柔道 MIND」活動の推進について強く謳われており本県も鋭意努力し、着

実に成果を上げているところであります。 

今大会では常日頃全国でも活躍されている各県代表の選手の正々堂々とし

た試合での技の攻防、そして試合場内外にかかわらず毅然とした立ち振る舞

いは、本県の柔道を志す若い選手に大いに手本となることと思います。心身

ともに鍛え上げられた選手のご活躍を期待いたします。 

終わりに、本大会の開催に当たり、多大なるご支援とご協力をいただきま

した関係者の皆様に心から感謝申し上げますとともに大会の成功と今後の一

層の発展を祈念しあいさつとさせていただきます。 
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歓迎のことば 
 

 

 

上越市長 中川 幹太 

 

 

 

 

 

第 44回北信越国民体育大会が、ここ上越市において、盛大に開催されますことを 

お喜び申し上げます。そして、北信越各地からお越しくださいました選手・監督、 

並びに関係者の皆様を心から歓迎申し上げます。  

 

さて、本大会は本年 10月に鹿児島県で開催される、特別国民体育大会「燃ゆる感動

かごしま国体」の出場権獲得を目指し、各県の代表選手が郷土の誇りと期待を背に競

い合う、北信越最大のスポーツの祭典であります。選手の皆様におかれましては、目標

に向かって自らの限界に挑戦し、日頃の練習の成果を存分に発揮されるとともに、本

大会を機に、選手同士の交流と親睦を深められ、実りの多いすばらしい大会とされま

すよう願っております。 

 

上越市は、奈良時代に越後国府が置かれ、戦国の世には春日山城を居城とした上杉謙

信公のお膝元として賑わい、江戸時代には徳川家康の六男・松平忠輝公により開かれた

高田が越後随一の城下町として栄えるなど、奥深い歴史と多彩な伝統文化が息づくま

ちです。この機会に、これらの歴史や文化に触れていただくとともに、豊かな自然が育

んだ海の幸や山の幸なども楽しんでいただき、本大会の思い出の一つにしていただけ

たら幸いです。 

 

結びに、本大会の開催に当たりご尽力されました関係各位に深く感謝を申し上げま

すとともに、本大会のご成功と皆様のますますのご健勝、ご活躍を祈念申し上げまし

て、歓迎のことばといたします。 
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名誉会長　　 中 川 幹 太

会　　長　　 立 川 克 雄

副 会 長　　　　　　　　上 田 重 隆 平 田 裕 泰 岩 下 富 夫 八 本 木 通 秋

顧　　問　　　　　　　　　石 田 裕 一 早 川 義 裕 市 川 均 木 浦 正 幸

竹 原 貞 勝 水 信 健 五 十 嵐 聖 一 貝 沼 尚

佐 藤 信 秋 高 橋 正 青 木 太 一 郎 五 十 嵐 寛 司

須 田 剛

参　　与 吉 田 正 典 河 内 亮 笹 川 靖 夫 椎 谷 一 幸

金 子 益 美 波多 修栄智 加 藤 國 冶 高 橋 正 弘

委 員 長 河 内 亮

副委員長 井 村 和 彦 高 瀬 宏 中 澤 俊 明 川 口 稔

委　　員 板 垣 誠 柏 村 智 之 渡 辺 香 里 松 井 隆

濱 口 耕 介 竹 越 晴 哉 樋 口 甲 星 霜 越 日 南 子

木 下 幸 彦 吉 田 幸 一 原 信 高 小 林 二 良

金 井 克 浩 阿 部 髙 弘 渡 邊 雄 二 浅 妻 泰 介

堀 切 政 治 渡 邊 久 雄 大 倉 康 二 小 田 一

土 屋 孝 司 熊 倉 匠 牛 木 幹 人

競 技 委 員 長 河 内 亮

競技副委員長 井 村 和 彦 高 瀬 宏 中 澤 俊 明 川 口 稔

審 判 長 袖 山 雅 雄

審 判 委 員 井 村 和 彦 高 瀬 宏 中 澤 俊 明 冨 澤 和 英

審 判 員 太 田 弘 人 鈴 木 貴 士 山 田 隆 司 平 野 宏 和

中 山 重 光 下 島 正 信 川 口 稔 巻 下 広 史

大 倉 康 二 大 島 聡

審 判 係 和 泉 哲 三 橘 川 義 弘

総 務 係 渡 邊 久 雄 高 橋 靖 信 渡 辺 豊 笠 井 敏 晴

和 泉 哲 三 池 裕 司 立 川 克 雄 大 倉 康 二

袖 山 雅 雄 貝 沼 尚 大 島 聡

進 行 係 和 泉 哲 三

競 技 総 括 高 橋 靖 信 渡 邊 久 雄 池 裕 司

試 合 場 総 括 高 橋 靖 信 橘 川 義 弘

時 計 係 笠 井 敏 晴 神原 雄太郎

試合場選手係 神原 雄太郎 加 藤 國 冶

本 部 記 録 係 渡 邊 久 雄 橘 川 義 弘 池 裕 司

救 護 係 牛 木 幹 人 牛 木 琉 那

計 量 係 神原 雄太郎 橘 川 義 弘 清 水 仁 美 清 水 杏 奈

式 典 係 渡 邊 久 雄 神原 雄太郎 池 裕 司

会 場 係 笠 井 敏 晴 渡 辺 豊 清 水 仁 美 清 水 杏 奈

競技会役員（順不同）

競技役員（順不同）

上越総合技術高校柔道部員
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〈開始式〉 〈表彰式〉

午前９時

次　第 次　第

１．開式通告 １．開式通告

２．競技会開始宣言 ２．成績発表

３．国歌斉唱 ３．表彰

４．若い力斉唱 ４．競技会終了宣言

５．競技会会長挨拶 ５．閉式通告

６．歓迎の言葉 ６．役員選手退場

７．閉式通告

８．選手退場

会議名 時間 場所

審判会議 午後３時～

監督会議 審判会議終了後

仮計量 午後３時～３時30分

本計量 午後３時30分～４時

式　典　次　第・競　技　日　程

練習会場

期日　令和５年８月19日（土）　会場　謙信公武道館　13:00～17:00

期日　令和５年８月20日（日）　会場　謙信公武道館　℡　025-520-8897

会議室

期日　令和５年８月19日（土）　会場　謙信公武道館

諸　会　議・計　量　日　程

男子　小道場
女子　応接室
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⑤　長野県　ｰ　新潟県　

④　長野県　ｰ　②の勝者　

⑥　富山県　ｰ　石川県　

⑦　③の勝者　ｰ　⑤の勝者　 ⑧　④の勝者　ｰ　⑥の勝者　

石川県

①　福井県　ｰ　石川県　 ②　新潟県　ｰ　福井県　

③　富山県　ｰ　①の勝者　

成年男子 女子

試合順

○印・・・試合順序

長野県 新潟県 福井県 富山県

組合せ表

◇成年男子

◇女子

②

①

③

富山県 福井県 石川県 長野県 新潟県

⑤

④ ⑥

⑦

⑧
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順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

大将 無 三 須田　晃人 金沢刑務所 大将 無 三 濱谷　拓斗 富山県警察

副将 100㎏ 三 上野　翔平 石川県警察 副将 100㎏ 三 森田　和志 東海大学

中堅 90㎏ 三 本出　達基 金沢刑務所 中堅 90㎏ 三 長原　侑矢 富山刑務所

次鋒 73㎏ 四 庄源　文太 石川県警察 次鋒 73㎏ 四 澤田　大輝 富山県警察

先鋒 60㎏ 三 関軒　楽生 日本体育大学 先鋒 60㎏ 二 荒井　大成 （有）ナカハシ

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

大将 無 五 橋爪　　謙 長野県警察 大将 無 五 近藤　拓也 芦原青年の家

副将 100㎏ 三 菅　　雄太 松本少年刑務所 副将 100㎏ 二 古場　幸能 札幌大学

中堅 90㎏ 五 吉川　　糧 長野県警察 中堅 90㎏ 三 伊藤　悦輝 （株）アドヴィックス

次鋒 73㎏ 三 鈴木　明日 東海大学 次鋒 73㎏ 二 生井沢　悠斗 桐䕃横浜大学

先鋒 60㎏ 四 青木　志太 長野県警察 先鋒 60㎏ 二 山口　嗣也 あわら市柔道協会

順位 階級 段 氏　名 所属等

大将 無 三 星野　太駆 新潟県警察

副将 100㎏ 五 西潟　健太 AKJOB

中堅 90㎏ 二 丸山　晃志 新潟県警察

次鋒 73㎏ 四 永野　雅人 新潟県警察

先鋒 60㎏ 四 齋藤　昴矢 新潟県警察

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

大将 無 三 辻　ななる 筑波大学 大将 無 三 松田　美悠 富山県総合体育センター

副将 78㎏ 二 林　　弘華 津幡高等学校 副将 78㎏ 二 舟戸　心希 小杉高等学校

中堅 63㎏ 二 桑原　心湖 津幡高等学校 中堅 63㎏ 二 林　　怜佳 富山商業高等学校

次鋒 57㎏ 三 深田　涼子 金沢学院大学 次鋒 57㎏ 二 清水　唯南 順天堂大学

先鋒 52㎏ 二 山﨑　吏乃 津幡高等学校 先鋒 52㎏ 二 清水　彩凪 小杉高等学校

順位 階級 段 氏　名 所属等 順位 階級 段 氏　名 所属等

大将 無 三 小野　華菜恵 センコー（株） 大将 無 二 伊藤まりあ 北陸綜合警備保障（株）

副将 78㎏ 初 椿原　梨央 松商学園高等学校 副将 78㎏ 初 柳原　　椿 福井工業大学附属福井高等学校

中堅 63㎏ 初 白金　未桜 佐久長聖高等学校 中堅 63㎏ 二 山下　万葉 敦賀高等学校

次鋒 57㎏ 二 伊藤　南風 環太平洋大学 次鋒 57㎏ 三 出村　花恋 （株）ダイサン

先鋒 52㎏ 初 納庄　千寿 佐久長聖高等学校 先鋒 52㎏ 初 定森　美結 福井工業大学附属福井高等学校

順位 階級 段 氏　名 所属等

大将 無 三 佐藤　糸織 新潟県柔道連盟

副将 78㎏ 初 嶋田　　春 新潟第一高等学校

中堅 63㎏ 初 田﨑　碧子 帝京長岡高等学校

次鋒 57㎏ 二 小林　祐月 仙台大学

先鋒 52㎏ 初 長澤　咲嬉 新潟第一高等学校

〈新潟県〉　監督　斎藤　　佑　五段

【女子】
〈石川県〉　監督　橋高　朱里　四段 〈富山県〉　監督　西野　剛史　四段

〈長野県〉　監督　手塚　明日香　四段 〈福井県〉　監督　西村　久毅　五段

〈石川県〉　監督　稲葉　優也　六段

〈新潟県〉　監督　今井　敏博　五段

〈富山県〉　監督　山﨑　浩一　七段

監督・選手名簿
【成年男子】

〈長野県〉　監督　百瀬　渡　五段 〈福井県〉　監督　三上　寛司　六段
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北信越
開催県 １位 ２位 １位 ２位 １位 ２位

第１回 昭和55年 富山県 栃木県

第２回 昭和56年 長野県 滋賀県

第３回 昭和57年 福井県 島根県

第４回 昭和58年 新潟県 群馬県

第５回 昭和59年 石川県 奈良県

第６回 昭和60年 富山県 鳥取県

第７回 昭和61年 長野県 山梨県

第８回 昭和62年 福井県 沖縄県

第９回 昭和63年 新潟県 京都府

第10回 平成元年 石川県 北海道

第11回 平成２年 富山県 福岡県

第12回 平成３年 長野県 石川県 長野 富山 長野 長野

第13回 平成４年 福井県 山形県 富山 石川 富山 新潟 富山 新潟

第14回 平成５年 新潟県 香川県・徳島県 長野 富山 石川 富山

第15回 平成６年 石川県 愛知県 長野 富山 石川 長野

第16回 平成７年 富山県 福島県 長野 富山 長野 富山

第17回 平成８年 長野県 広島県 富山 富山 長野 福井

第18回 平成９年 福井県 大阪府 長野 石川 長野 富山

第19回 平成10年 新潟県 神奈川県 富山 富山 長野 石川

第20回 平成11年 石川県 熊本県 富山 石川 富山 石川 長野 石川

第21回 平成12年 長野県 富山県 石川 新潟 石川 長野

第22回 平成13年 富山県 宮城県 富山 富山 新潟 富山

第23回 平成14年 福井県 高知県 富山 長野 石川 新潟 石川

第24回 平成15年 新潟県 静岡県 石川 長野 富山 石川

第25回 平成16年 石川県 熊本県 新潟 石川 新潟 富山 石川

第26回 平成17年 富山県 岡山県 富山 石川 新潟 富山 石川

第27回 平成18年 長野県 兵庫県 新潟 富山 石川 富山 石川

第28回 平成19年 福井県 秋田県 富山 新潟 石川 富山 富山 長野

第29回 平成20年 新潟県 大分県 新潟 新潟 石川 長野

第30回 平成21年 石川県 新潟県 富山 福井 富山 石川 富山 長野

第31回 平成22年 富山県 千葉県 富山 新潟 石川 富山 富山 石川

第32回 平成23年 長野県 山口県 新潟 長野 石川 新潟 石川 富山

第33回 平成24年 福井県 岐阜県 石川 新潟 福井 石川 長野 石川

第34回 平成25年 新潟県 東京都 石川 富山 新潟 福井 長野 石川

第35回 平成26年 石川県 長崎県 長野 富山 富山 福井 長野 富山

第36回 平成27年 富山県 和歌山県 新潟 福井 富山 石川 石川 新潟

第37回 平成28年 長野県 岩手県 長野 富山 富山 石川 富山 石川

北信越
開催県 １位 ２位 １位 ２位 １位 ２位

第38回 平成29年 福井県 愛媛県 新潟 福井 富山 福井

第39回 平成30年 新潟県 福井県 石川 新潟 石川 新潟

第40回 令和元年 石川県 茨城県 石川 福井 福井 長野

第41回 令和２年 富山県

第42回 令和３年 長野県 三重県（中止） 福井 石川 長野 石川

第43回 令和４年 福井県 栃木県 長野 石川 石川 長野

第44回 令和５年 新潟県 鹿児島県

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止

栄光のあしあと

回数 開催年 国体開催地
成年男子 女子 少年男子

成年女子 少年男子 少年女子
国体開催地開催年回数
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住所　　　〒943-0176 新潟県上越市戸野目古新田375

電話番号　025-520-8897

バスでお越しの方

・ＪＲ直江津駅北口「直江津駅前」で富岡線マルケーバスセンター行き乗車、

（約30分）「謙信公武道館前」下車、徒歩1分。

・ＪＲ高田駅前「高田駅前案内所」で富岡線高田駅前行き乗車、（約30分）

「謙信公武道館前」下車、徒歩1分。

車でお越しの方

・北陸自動車道「上越IC」より6分

・上信越自動車道「上越高田IC」より17分

最寄駅からの所要時間

・ＪＲ信越本線・えちごトキめき鉄道「直江津駅」から車で約15分

・妙高はねうまライン「高田駅」から車で約13分

・北陸新幹線・妙高はねうまライン「上越妙高駅」から車で約15分

競技会場　案内図

11



宿 舎 一 覧 

県 名 種 別 宿  舎  名 所在地 電 話 

石川県 成年男子・女子 ルートイン上越 上越市塩屋新田字下之曲り 157-1 025-531-3233 

富山県 成年男子・女子 藤左衛門 上越市長浜 200-1 025-546-2059 

長野県 
成年男子 藤左衛門 上越市長浜 200-1 025-546-2059 

女子 田中屋 上越市長浜 185-1 025-546-2421 

福井県 成年男子・女子 ルートイン妙高新井 妙高市高柳 1丁目 4-8 050-5864-0362 

新潟県 
成年男子・女子 

アパホテル 

上越妙高駅前 

上越市大和 2-3-1 
025-527-5810 

 

競技会本部・記録本部 

〒943-0176 新潟県上越市戸野目古新田 375 

謙信公武道館（新潟県立武道館） 

 TEL 025-520-8897  FAX  025-520-8898 

 

会場最寄医療機関 

〒943-8507 新潟県上越市大道福田 616 

上越総合病院 

TEL 025-524-3000 

 

大 会 本 部 

第 44回北信越国民体育大会実行委員会事務局 

〒950‐0933 新潟市中央区清五郎 67‐12 デンカビッグスワンスタジアム 

（公財）新潟県スポーツ協会内 

TEL 025‐287‐8600  FAX 025‐287‐8601 
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